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に行った 「日本人 とテレビ2005」 調査によると,
テレビ視聴は1985年 以降増加傾向にあ り,一 日
4時 間以上見る人が36%,4割 以上が 「なくて
はならないもの」 と回答 した。 とくに 「ニュー
スや情報を知 る」場合の 「速報性」や 「わか り
やす さ」においては,他 のメディアを引 き離し
て高い評価を受けている(日 本放送協会2005)。





中心に社会全体 の活動時間が深夜 にシフ トして
いることが一因と考えられるが,地 方において
も子 どもの夜型生活が進行 していることが指摘
されている(神 川2005)。 ベネッセが2005年 に
行った 「子 どもの生活実態基本調査」によると,
睡眠時間は年齢が上がるとともに短 くな り,「6
時間以内」 と回答する子 どもの割合は,小 学生
3.2%,中 学生18.4%,高 校生では50.1%で あっ
た。睡眠時間の不足は,中 ・高校生の7～8割














































学生の一 日平均 テレビ ・ビデオ視聴時間は121
分,一 日3時 間以上見ている者は24%で あった






総接触時間が長 くなるほど,就 寝時間が遅 くな
り,気 持ちよく起きられる割合が減少 している
(文部科学省2006)。 さらに,2007年 の全 国学






ブナーは,テ レビ視聴が視聴者 の社会認識 を
「現実世界」 よりも 「虚構世界」に近 くするこ
とを明 らかに した(橋 元1999)。 テ レビにおけ
る暴力の過度の視聴が,視 聴者にマイナスの影
響を及ぼす とする説 もある(海 後1999)。
　子 どものテレビ視聴の否定的な面が報告され












　2008年6月 ～7月 に近 畿地 区の小 ・中学校 に
おい て,小 学 校3・4・5・6年 生419名,中
学 校1年 生119名,計538名(男 子249名,女 子
289名)を 対 象 に,集 合 法 に よ り自記 式質 問紙
調 査 を行 った。
　 主 な調査 内容 は(1)基 本的生活 習慣,(2)テ レビ
視聴 の実態,(3)テ レビ視 聴 に対 す る保護者 の態






置分散分析 を用いて分析 した。また,テ レビ視
聴特性に影響を及ぼす要因について明らかにす
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レビが好 き」 と答 えてい る。数字 を書 き込 む形
で一 日の テ レビ視聴 時間の 回答 を求め た ところ,
平 均3.1時 間 であ り,前 述 のベ ネ ッセ の調査 と
比べ て長 くなっ た。
　 「どの よ うな時 にテ レビを見るか」 に5つ の
場 面 を設 けて複 数 回答 を求め た ところ,「 家で
暇な時」74%,お よび 「ご飯 を食べ なが ら」の
68%が 高 率で あ った。 「テ レビを誰 と見 るか」
に関 しては,き ょうだいが最 も多 く40%,次 い
で母34%で あ った。 よ く見 る番組 は 「ドラマ」
が68%と もっ と も多 く,次 いで 「お笑 い」59%,

























い・番組が決め られている」の4変 数であ り,
「ルール遵守」因子と命名した。第2因 子は 「週





られない」「家族や友だちとのお しゃべ りよ り
テレビが好 き」「テレビを見す ぎてやめなさい
と言われる」の8変 数で,「 テ レビ依存傾向」
因子 と命名した。第3因 子は,「 テレビの中の
人と同 じようなことがで きると思う」「テ レビ
を見ている時自分がその中の人物になって動い
ていると感 じる」「テ レビの中の人や物が実際




る」が57%と もっとも多 く,前 述の先行研究の
結果 とも合致す る。次いで 「週3以 上夜10時 ま




「テ レビについての約束事がある」 という児童 ・


































































3に 示 している。「ゴミを道に捨 てることはよ
くないことだ と思う」児童 ・生徒は77%と 高 く,
























































　 これ らの10変 数について,因 子分析を行った。
主因子法,回 転はKaiserの 正規化 を伴 うバ リ
マックス法 を用いて因子抽出を行った結果,表








「友だち関係」因子 と命名 した。第3因 子は 「行
事のかか りに積極的に参加す る」 「当番 は毎 回
サボらず行 う」 「ゴミを道 に捨てることはよく
ないことだと思 う」の3変 数であ り,「道徳心」
因子 と命名 した。
4)テ レビ視 聴が子 どもの発達 に及ぼ す影響
　 次 に,テ レビ視聴特性 と子 どもの発達 との関
連 を明 らかにす るため,テ レビ視聴特性 の15変
数 を因子 分析 して得 られ た3因 子 と,子 どもの
発達 の各々の10変 数 との 関連 につ いて,一 元配
置分散分析 を用 いて分析 した結果 を述べ る。
　 得 られたテ レビ視 聴特性3因 子各 々の変数の
α係数 は,「 ルー ル遵守 」0.677,「 テ レビ依存」
0.743,「 テ レビ熱中」0.658で あ った。そ こで,
「とて もあ て はまる」 「少 しあて は まる」 「あて
はま らない」 に各 々3,2,1点 を与 え,合 計
点 か ら全 体 を上 位群,中 位群,下 位 群 の3グ
ループに分割 した3つ の変 数 と し,独 立変数 と
した。 「ルー ル遵 守」 因子 は4変 数 を合計 し,
12点 か ら8点 を上位群(N=90,17.4%),7点
か ら5点 を中位群(Nニ228,44%),4点を下
位 群(N=170,31.5%)とした。 「テ レビ依存
傾 向」 因子 は8変 数 を合計 し,24点 か ら18点 を
上 位群(N=123,24.5%),17点か ら12点 を中
位 群(N=252,50.1%),ll点か ら8点 を下位
群(Nニ128,25.4%)とした。 「テ レビ熱中傾




　 子 ど もの発 達の3因 子はいず れ も充分 な α係
数が得 られなか ったため,10変 数各 々を用 いて,
上記テ レビ視聴特性 の3変 数 との関連 を一元配
置分散分析 にて分析 した。
① 「ルール遵守」 と子 どもの発 達
　 分析 の結 果 をま とめた ものを表3に 示 した。
「思い や り」 因子 に 関 して は3変 数 中2変 数,
　 106







友だちを助けた り心配 し,約 束を守 り,係 に積
極的な 「優等生」の姿が うかびあがった。
調査ではマイナスの効果は現れなかった。元気
のない友だちを心配 し,友 だち関係 も良好であ
る。また,テ レビ依存の児童 ・生徒 とは異なり,
行事の係にも積極的である。テレビプログラム
は子どもにとって弊害があるものばか りではな
く,「虚構世 界」に入 り込むこともス トレス回
避などのプラス面の効果があるのではないかと
考え られる。























② 「テレビ依存傾向」 と子 どもの発達
　分析の結果をまとめたもの表4に 示 した。前
述の 「ルール遵守」 とは異な り,「思いや り」
因子には有意差はみ られなかった。友だち関係
もテレビに依存す る児童 ・生徒は,「 家で友だ
ちと遊ぶことが多い」「友だちに何で も話せる」
と答える者が多 く,友 だち関係が良好である。
しかし,「 道徳心」因子に関 しては,マ イナス
の傾向が現れた。友だちとの関係はよいが,行










くなった。 もっとも影響が大 きいのは,一 日の
テレビ視聴時間である。テレビを見る時間を決
めてテレビを見るなど,家 庭におけるルールを





















「虚構現実」の世界に入 り込む場面 を設定 して
いる。前述の先行研究にも,テ レビ視聴者の社
会認識が 「虚構現実」化するというマイナス面







































　テレビ視聴 と子 どもの発達 との関連を明らか





(1)小 ・中学生の4割 が,自 分の部屋にテ レビ
　　 を持ち,9割 以上がテレビ好き,一 日3時
　　間テレビを見てお り,食 事時にみることも
　　多い。
(2)家 庭にテ レビにつ いてのルールのある児
　　童 ・生徒 は,思 いや り,道 徳心がある傾向
　　 にある。
(3)週3日 以上夜10時 までテレ・ビを見た り,つ
　　い見てしまう,テ レビを見ないことが耐え
　　 られないなど,テ レビ依存の子 どもは,友
　　 だちとよく遊び,友 人関係は良好であるが,
　　道徳心に課題がある。
(4)テ レビに熱中 し,「虚構現実」に入 り込む
　　 ことについては,マ イナス面は認め られな
　　かった。テレビに熱中する児童 ・生徒は,
　　友だち関係が良好で,思 いや り,道 徳心 に
　　 も長けている。
(5)学 年が上が るほど,家 のテ レビ台数が多 く,
　　 テレビ視聴時間が長 くなるほど,テ レビ依
　　存傾向が増す。
　今回の調査では,テ レビへの依存 は道徳心に
課題が見 られたが,テ レビに熱中す ることも含
めて,む しろ友だち関係にプラスの方向で影響
を及ぼすことが明らか となった。テ レビ視聴は




れ,教 育委員会や地方自治体,各 学校で広が り
を見せる 「ノーテレビデー」につながっている
もの と考 えられる。確かに,子 どもの生活時間
を圧迫す る恐れがあることは事実であり,対 策
が必要であるが,「 テレビを見ない」 とい う選
択を押 し付けることには,今 後充分検討する余
地があると考えられる。優れた情報ツールであ










　　関す る研 究」『富 山大学生涯学習教育研究セ
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